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天
神
山
公
園
は
御
神
忌
一
〇
五
〇
年
式
年
大
祭
（
昭
和
二
十
七
年
）に
防
府
市
の
都
市
計
画
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
御

神
忌
一
〇
七
五
年
式
年
大
祭
（
昭
和
五
十
二
年
）に
は
天
神
山
に
一
年
中
四
季
の
花
が
絶
え
な
い
よ
う
に
と
多
く
の
梅
、

桜
、
さ
つ
き
な
ど
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
花
た
ち
は
時
を
越
え
て
今
年
の
春
も
綺
麗
に
咲
き
誇
り
、
多
く
の
参
拝

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
愈
々
来
年
の
三
月
三
十
一
日
は
二
十
五
年
ご
と
に
斎
行
す
る
「
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
」を
迎
え
ま
す
。

「
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
」と
は
道
真
公
が
薨
去
さ
れ
、
言
い
換
え
れ
ば
天
神
様
と
な
ら
れ
て
一
一
二
五
年
目
の 

大
き
な
節
目
の
お
祭
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
式
年
祭
で
は
道
真
公
の
遺
徳
を
偲
び
顕
彰
、
将
来
に
繋
が
る
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
前
回
の
千
百
年
式
年
大
祭
で
は
「
茶
聖
菅
公
」を
称
え
茶
室
「
芳
松
庵
」を
建
設
し
、
今
で
は
す
っ
か
り

天
満
宮
の
顔
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
式
年
大
祭
も
奉
賛
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
募
財
活
動
を
は
じ
め
記
念
事
業
等
そ
の
準
備
も
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
中
心
的
事
業
で
あ
る
「
一
万
人
裸
坊
奉
仕
を
目
指
し
て
」で
は
裸
坊
の
勢
い

を
企
業
会
社
の
勢
い
に
、
企
業
会
社
の
勢
い
を
防
府
市
の
力
に
！
と
の
思
い
の
も
と
、
本
年
度
市
制
施
行
九
〇
周
年
を

迎
え
た
防
府
市
と
防
府
商
工
会
議
所
が
一
体
と
な
り
「
一
万
人
裸
坊
実
行
委
員
会
」を
組
織
し
、「
あ
な
た
で
一
万
人
」を

合
言
葉
に
市
内
外
の
企
業
に
も
裸
坊
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
今
秋
に
は
必
ず
や
裸
坊
一
万
人
を
達
成
し
市
制

施
行
九
〇
周
年
に
花
を
添
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
今
後
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
防
府
市
と
共
に
時
を
越

え
て
「
一
万
人
の
裸
坊
が
『
兄
弟
わ
っ
し
ょ
い
』の
掛
け
声
と
と
も
に
威
勢
よ
く
神
輿
を
担
ぎ
、
御
網
代
輿
を
曳
く
姿
」

を
道
真
公
に
お
見
せ
す
る
こ
と
こ
そ
「
こ
の
地
未
だ
帝
土
を
離
れ
ず　

願
わ
く
ば
居
を
こ
の
所
に
占
め
ん
」と
誓
わ
れ
た

防
府
の
天
神
様
の
お
心
に
お
応
え
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
佳
き
時
に
氏
子
崇
敬
者
ま
た
関
係
団
体
の
方
々
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、
来
春
に
は
桜
花
満
開
の
も
と
、
防
府

の
天
神
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
が
盛
大
裡
に
斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

式
年
大
祭

時
を
越
え
て
花
は
開
く

宮
司
　
鈴 

木 

宏 

明 

▲�楼門裏に掲げられた扁額（〇印）�
昭和18年頃

宝物紹介～まづめ石～について…�石積みは、大きな石と小さな石（＝間詰石）で構成され強固なものとなります。同様に神社の信仰も指定
の有無に関わらず奉納された多くの宝物により支えられています。

　高辻俊長は、江戸時代後期
の公卿。少納言・文章博士・
式部大輔を歴任。扁額の原文は、

「詩
し き ょ う

経」（中国最古の詩篇）の
商
しょうしょう

頌の烈祖に所収される語であ
る。烈祖すなわち菅公を指し、
今ある祜

さいわい

（幸福）は、菅公の積み
上げられた高徳のお陰であると、
この「詩経」の語を借りて表現した
もの。幸いなことに扁額の草稿
（左写真）は宝物として大切に遺
されている。

　御神忌九百年大祭〈1802〉に
奉納された扁額。題字は菅公
が遠祖にあたる高

た か

辻
つ じ

俊
と し

長
な が

〈1779
～ 1811〉の筆によるもの。楼門裏
に掲げられていたが（写真右）、
昭和 27 年の火災にて焼失した。

宝物紹介

～まづめ石
い し

～
御神忌900年式年大祭奉納

「扁
へ ん

額
が く

」

▶
釈
文　
「
嗟あ
　
あ嗟

、
烈れ
つ

祖そ

、
斯こ

の
祜
さ
い
わ
い、

秩ち
つ

に
有あ

り
」
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大
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会

令
和
九
年
菅
原
道
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公

〈
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会
員
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百
万
円	

　

㈱
ハ
シ
モ
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江
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学
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法
人
メ
イ・ウ
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マ
学
園
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区
六
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山
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本
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ジェニ
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瀬
台
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十
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ラ
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市
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天
神
町

十
万
九
千
円�

　
山
根　

伸
太
郎	

廿
日
市
市
津
田

十
万
円�

　
秋
本
社
会
保
険
労
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士
事
務
所

	

防
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桑
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米
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市
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川
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熊
毛
郡
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生
町

〈
正
会
員
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重　

隆
文	

防
府
市
八
王
子

　

酒
向　

育
宏	

広
島
市
東
区

　

犬
塚　

要
二	

防
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市
鋳
物
師
町

五
万
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マ
ルマ
宝
石	

防
府
市
栄
町

　

㈲
秋
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営
企
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防
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市
桑
山

　

小
橋　

直
史	

防
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市
新
橋
町
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健
治	

防
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市
天
神

四
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千
円�

　
田
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節
子	

防
府
市
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崎
町

三
万
円	

　
ア
ニバ
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サ
リ
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観
光	

	

山
口
市
秋
穂
東

　

大
田　

夢
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防
府
市
向
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南　

舞	

防
府
市
江
泊

　

畠
中　

美
沙	

防
府
市
岩
畠

　

渡
邉　

奈
々
葉	

防
府
市
江
泊

　

渋
田　

璃
奈	

防
府
市
西
仁
井
令

　

三
芳
園
茶
舗	

防
府
市
車
塚
町

　

㈱
エ
ミ
ア
ス
防
府
支
店	

	

防
府
市
八
王
子

　

北
村　

和
久	

山
口
市
中
央

　

国
本　

弘	

防
府
市
多
々
良

　

有
富　

健	

防
府
市
戎
町

　

木
本　

辰
彦	

防
府
市
平
和
町

　

桝
谷　

満
雄	

防
府
市
千
日

　

中
本　

淳	

静
岡
市
清
水
区

　

髙
橋　

良
祐	

相
模
原
市
南
区

　

K
Y
O
EI LO

GIC　

湯
沢
市
裏
門

　

肴
や
左
近	

防
府
市
緑
町以

上

御
神
忌
千
百
二
十
五
年
式
年
大
祭

�

御
奉
賛
状
況

御
奉
賛
有
難
う
存
じ
ま
す

（
令
和
七
年
十
一
月
十
六
日
～
令
和
八
年
四
月
三
十
日
現
在
・
正
会
員
以
上
・
敬
称
略
順
不
同
）

▲新庄貞嗣先生による講演は、新庄家をはじめ萩焼作家の名
家の系図説明を中心に、萩焼の原材料となる土や釉薬を参
加者に回覧し、分かりやすくお話し頂きました。

各
部
報
告

◆
総
務
部
会�

脇
正
典
部
会
長

記
念
誌
の
具
体
的
な
内
容
に
触
れ
た
他
、
大
祭
式
典
中
の
記
念
講
演

講
師
の
選
定
を
、
天
満
宮
に
縁
あ
る
方
々
を
中
心
に
進
め
て
い
る
と

説
明
し
た
。

◆
募
財
部
会�

嶋
本
博
部
会
長（
一
般
募
財
）

�

白
石
民
彦
部
会
長（
氏
子
募
財
）

募
財
の
達
成
率
は
三
月
末
現
在
、
目
標
の
九
十
二
％
で
あ
る
旨
報
告

が
な
さ
れ
た
上
で
、
大
祭
ま
で
あ
と
一
年
し
か
な
い
こ
と
か
ら
目
標

額
を
目
指
し
て
職
員
と
と
も
に
氏
子
区
域
の
内
外
へ
の
積
極
的
な
お

願
い
に
出
向
く
な
ど
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

◆
広
報
部
会�

板
村
至
部
会
長

二
十
五
年
後
を
見
据
え
て
、（
株
）丸
久
、（
株
）井
上
商
店
に
よ
り
広

報
の
た
め
に
開
発
し
た
商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部
が
恒
久
的
な
募
財

と
し
て
奉
納
さ
れ
、
更
に
他
の
企
業
か
ら
も
同
様
の
申
し
出
を
い
た

だ
い
て
い
る
旨
、
説
明
報
告
し
た
。

◆
祭
典
部
会�

村
田
敏
夫
部
会
長

二
十
五
年
に
一
度
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
既
存
の
祭
事
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
と
説
明
し
た
。

◆
事
業
部
会�

小
松
宗
介
部
会
長

各
事
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
旨
説
明
。
ま
た
、「
裸
坊
祭
奉
仕
一
万

人
」を
目
指
し
て
、
防
府
市
や
商
工
会
議
所
が
そ
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
説
明
報
告
し
た
。

◆
行
事
部
会�

山
根
耕
太
郎
部
会
長

大
祭
期
間
中
は
四
十
二
の
記
念
行
事
を
行
う
予
定
の
旨
説
明
。
そ
の

う
ち
、「
表
参
道
へ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
設
置
」「
菅
公
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ス

テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」「
シ
ニ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
は
、
防
府
市

が
取
り
組
む
事
業
と
し
て
進
め
て
い
き
、「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」に
つ

い
て
は
防
府
青
年
会
議
所
が
取
り
組
ん
で
い
く
と
報
告
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
大
祭
に
向
け
て
動
い
て
い
る
旨
を
説
明
し
た
。

第
四
回
総
会
開
催

四
月
二
十
三
日
、
奉
賛
会
総
裁
を
は
じ
め
役
員
、

会
員
、
並
び
に
総
代
等
七
十
五
名
に
出
席
い
た
だ
き
、

標
記
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
会
則
に

則
り
羽
嶋
会
長
が
議
長
を
務
め
、
奉
賛
会
を
構
成
す

る
六
つ
の
部
会
よ
り
一
年
間
の
事
業
活
動
と
今
後
の

予
定
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
監
査
報
告

並
び
に
会
計
報
告
が
行
わ
れ
全
員
の
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
萩
焼
作
家
新
庄
貞
嗣
先
生
に
よ
り

「
萩
焼
と
私
」
と
題
さ
れ
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
先
生
は
千
百
年
大
祭
に
引
き
続
き
本
式
年

大
祭
に
作
品
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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御神忌１１２５年式年 大祭記念行事報告
   

山
口
県
伝
統
工
芸
現
代
美
術
工
芸
奉
納
作
品
展

作
品
展
に
は
萩
焼
、
赤
間
硯
、
漆
、

金
工
、
竹
細
工
そ
し
て
藍
染
に
至
る

作
品
四
十
点
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
奉
納
作
品
展
に
先
立
ち
十
二

月
十
五
日
奉
納
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
併
せ
茶
室
芳
松
庵
に
て
一

一
〇
〇
年
大
祭
時
に
奉
納
さ
れ
た
作

品
を
茶
室
芳
松
庵
に
展
示
し
、
こ
の

度
ご
奉
納
頂
い
た
作
家
の
皆
様
に
ご
覧

頂
き
ま
し
た
。

千
百
年
大
祭
で
も
作
品
を
奉
納
さ

れ
た
萩
焼
作
家
の
方
は「
昔
、
師
事
し

た
父
か
ら
神
社
に
奉
納
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つい
て『
自
分
の
作
品
を
買
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
そ
の
作
品
が
そ
の
後
売
買
さ

れ
た
り
人
手
に
渡
る
な
ど
、
ど
こ
に

行
っ
た
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
多

い
。
し
か
し
、
神
社
に
奉
納
す
る
と
、

自
分
の
作
品
が
、
いつ
ま
で
も
そ
の
ま

ま
の
姿
で
残
る
』と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
今
日
は
二
十
五

年
前
の
作
品
を
通
し
、
当
時
の
自
分

自
身
と
向
き
合
え
る
良
い
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
父
の
教
え
の
意
味
を

よ
う
や
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

期
間
：��

令
和
七
年�

十
二
月
二
十
五
日
よ
り�

令
和
八
年
一
月
十
五
日

場
所
：
歴
史
館

①
天
神
信
仰
は
い
ろ
い
ろ

菅
原
道
真
公
を
お
祀
り
し
て

い
る
神
社
は
全
国
に
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
祀
ら
れ
方

は
芸
能
、
雷
神
、
怨
霊
、
農
業

神
、
学
問
の
神
な
ど
多
種
多
様

で
、
創
建
の
由
来
も
各
神
社
で

そ
れ
ぞ
れ
違
って
い
ま
す
。
こ
の

神
様
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を

も
た
れ
て
い
る
こ
と
は
天
神
信
仰

の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
現
在
で

も
広
く
信
仰
さ
れ
る
要
因
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

②
防
府
の
天
神
さ
ま

こ
こ
防
府
は
、
道
真
公
が
大

宰
府
に
左
遷
の
際
に
本
州
最
後

の
寄
港
地
と
し
て
防
府
に
お
立

ち
寄
り
に
な
ら
れ
た
土
地
、
京

都
と
地
続
き
で
あ
る
こ
の
地
で

「
無
実
の
知
ら
せ
」を
待
ち
た
い

▶�

奉
納
奉
告
祭（
御
殿
に
て
）

～
天
神
信
仰
数
々
あ
れ
ど

防
府
の
天
神
さ
ま
は

正
直
の
神
～

み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い

防
府
の

菅
公
精
神

奉
納
者
ご
芳
名
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

吉
賀　

將
夫

十
三
代
三
輪
休
雪

大
和　

保
男

兼
田　

昌
尚

岡
田　

裕

堀
尾　

信
夫

坂
倉　
一渓

新
庄　

貞
嗣

日
枝　

玉
峯

大
井　

正
則

大
和　

祐
二

大
和　

稔

田
原　

陶
兵
衛

大
和　

努

田
中　

講
平

髙
原　

祐
二

忰
山　

美
知
子

日
枝　

陽一

岡
本　

佳
子

野
坂　

和
左

松
尾　

藻
風

岡
田　

泰

松
尾　

優
子

上
田　

敦
之

兼
田　

佳
炎

田
原　

崇
雄

渋
谷　

英一

安
原　

勝
實

坂
倉　

善
右
衛
門

玉
村　

登
陽

調　
　

喜
美
子

樋
口　

大
桂

藤
井　

謙
次

大
井　

美
智
子

厚
東　

孝
明

松
浦　

洞
心

十
六
代
坂
倉
新
兵
衛

十
四
世
坂
高
麗
左
衛
門

間
鍋　

竹
士

飴
村　

秀
子

※
希
望
者
は
図
録（
千
円
）を
お
求
め
頂
け
ま
す
。

◀︎�

十
二
月
十
五
日
二
十
五
年
前
の
作
品
を
ご
覧
に
な
る
参
列
者
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と
望
ま
れ
、
お
亡
く
な
り
の
際

に
は
、
道
真
公
は「
無
実
の
知

ら
せ
」を
待
つ
た
め
に
御
霊
と

な
って
帰
って
来
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る
防

府
の
天
神
さ
ま
は「
た
だ
ひ
た
す

ら
に
自
ら
の
正
し
さ
を
信
じ
、

真
心
を
尽
く
せ
ば
必
ず
そ
の
思

い
は
天
に
通
ず
る
」と
い
う「
正

直
」の
お
気
持
ち
を
顕
し
た
神

さ
ま
な
の
で
す
。
防
府
の
天
神

さ
ま
に
、
決
し
て
無
実
の
罪
を

き
せ
た
相
手
を
恨
み
、
自
ら
の

境
遇
を
嘆
き
絶
望
し
怨
霊
と

な
って
復
讐
し
た
い
と
い
う
お
気

持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
今
も
生
き
る
菅
公
精
神

そ
の
お
気
持
ち
は
現
在
で
も

語
り
継
が
れ
、
地
元
の
小
学
校

で
は
、
道
真
公
が
自
身
の
誠
実

さ
と
清
廉
な
心
を
表
わ
し
た
和

歌「
心
だ
に
誠
の
道
に
か
な
ひ
な

ば 

祈
ら
ず
と
て
も
神
や
守
ら
む

（
心
に
誠
意
を
持
ち
、
正
し
い

道
を
歩
ん
で
い
れ
ば
、
わ
ざ
わ

ざ
神
に
祈
ら
な
く
て
も
、
自
然

と
神
様
が
守
って
く
だ
さ
る
だ
ろ

う
）」を
素
読
し
学
ん
で
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
も
防
府
の
菅
公

精
神
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

▶�

右
よ
り
池
田
豊
防
府
市
長
・
鈴
木
幸
人
先
生
・
松
村
邦
洋
氏
・

　

鈴
木
宏
明
宮
司
・
越
智
宣
彰
権
禰
宜（
講
演
を
終
え
て
）

歴
史
観
光
特
別
講
演
会

「
今
も
昔
も
天
神
さ
ま
」～
兄
弟
わ
っ
し
ょ
い
！
裸
坊
一
万
人
～

防
府
市
制
施
行
九
十
周
年
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、
約
三
百
人
が
聴
講
。
“
日
本
最
初

の
天
神
さ
ま
”
の
創
建
と
御
神
幸
祭（
裸
坊
祭
）の
歴
史
を（
重
文
）松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
や
地

域
の
天
神
信
仰
を
通
し
て
説
明
し
、
身
近
で
あ
る
か
ら
こ
そ
な
か
な
か
知
ら
な
か
っ
た
防
府
天

満
宮
に
つい
て
の
理
解
を
頂
く
良
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
会
場
で
は
、
防
府
天
満
宮
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
宝
物
の
パ
ネ
ル
や
、
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
の
レ
プ
リ
カ
等
を
展

示
し
ま
し
た
。

●
講
演
⑴
「
防
府
天
満
宮
の
歴
史
と
御
神
幸
祭
」

　

講
師
／
越
智　

宣
彰（
防
府
天
満
宮
権
禰
宜
・
学
芸
員
）

こ
の
地
に「
無
実
の
罪
」が
届
く
こ
と
を
願
っ
た
菅
原
道
真
公
の
想
い
を
成
就
す
る
た
め
、
防

府
の
人
た
ち
が
絆
の
証
と
し
て
毎
年「
無
実
の
罪
」を
奉
告
す
る
と
い
う
御
神
幸
祭
の
ル
ー
ツ
に

つい
て
話
し
た
。

●
講
演
⑵
「
こ
れ
ぞ
天
神
信
仰
の
真
髄
！
」
～
松
崎
天
神
縁
起
と
地
域
の
信
仰
～

　

講
師
／
鈴
木　

幸
人（
大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
、
元
北
海
道
大
学
准
教
授
）

当
初
、
天
神
信
仰
は
京
都
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
天
神
縁
起
絵
巻
は
北
野
天
満
宮
の
絵
巻

を
模
写
し
た
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
天
神
信
仰
が
地
方
に
も
広
が
る
中
、
初
め
て
地

方
に
鎮
座
す
る
自
社
の
創
建
を
盛
り
込
ん
だ
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
は
、
天
神
信
仰
の
広
が
る

過
程
を
示
す
先
駆
け
の
絵
巻
で
あ
る
と
そ
の
価
値
を
話
し
た
。

●
ト
ー
ク
セッ
シ
ョン 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
／
松
村 
邦
洋
さ
ん（
タ
レ
ン
ト
）・
鈴
木 

幸
人
・
鈴
木 

宏
明（
宮
司
）

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
ト
ク
ダ 

ト
モ
ヨ（
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）　

ま
ず
防
府
市
内
に
残
る
古
墳
や
国
衙
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
土
師
一
族
が
防
府
天
満

宮
創
建
に
関
わって
い
た
と
い
う
話
か
ら
始
ま
り
、
御
神
幸
祭
は
寛
弘
元
年（
一
〇
〇
四
）天
満

宮
創
建
よ
り
百
年
後
に
行
わ
れ
た
勅
使
降
祭
を
起
源
と
す
る「
道
真
公
が
無
実
で
あ
っ
た
事

を
知
ら
せ
る
お
祭
り
」で
、
時
代
の
流
れ
で
祭
り
の
主
導
者
は
幾
度
も
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
防

府
に
住
む
人
達
の「
正
直
の
神
さ
ま
道
真
公
」を
慕
う
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
く
、
現
在
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
セッ
シ
ョン
の
最
後
に
は「
防
府
の
名
前
の
由
来
は
、

周
防
国
府
を
指
す『
周
防
府

4

4

中
』で
あ
り
天
満
宮
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
の
が
、
防
府
の
ま

ち
で
あ
る
」と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

※
七
月
二
十
～
二
十
一
日
に
か
け
て
防
府
市
制
施
行
九
十
周
年
事
業
と
し
て「
菅
原
道
真
公
歴
史
探
訪
ク
ル
ー
ズ
」

が
開
催
さ
れ
、
広
島
、
愛
媛
、
山
口
に
伝
わ
る
道
真
公
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

期
日
：
令
和
八
年
一
月
十
七
日　
　

場
所
：
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

5 さかたり　117号



御神忌１１２５年式年 大祭記念行事報告
   

講
談
師 

玉
田
玉
秀
斎
師
匠
に
よ
る

   

神
道
講
釈

   

防
府
天
満
宮
歴
史
館　

晋
作
＆
望
東
一
六
〇
年
祭
記
念
特
別
展

   

「
高
杉
晋
作
と
野
村
望
東
」
展　

御
祭
神
菅
原
道
真
公
と
当
宮
の
創
建
に
つい
て
、
玉
田
師
匠
に
特
別

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
内
容
の
講
談
を
作
って
頂
き
講
演
頂
き
ま
し
た
。

御
祭
神
の
天
穂
日
命
誕
生
か
ら
始
ま
る
神
話
の
話
か
ら
は
じ
ま
り
、

道
真
公
の
御
祖
先
で
あ
る
土
師
氏
の
祖
で
あ
る
野
見
宿
禰
が
埴
輪
を

作
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
特
に「
土
で
物
を
作
る
の
が
と
て
も
上
手
い
人
、
つ

ま
り
土
の
師
匠
で
土
師
！
」な
ど
名
前
の
由
来
を
解
り
や
す
く
講
談
さ

れ
ま
し
た
。

本
神
道
講
釈
は
、
永
職
会
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。
五
月
十
四
日
に
は
、
敬
神
婦
人
会
総
会
で
も
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

期
日
：
令
和
八
年
三
月
三
十一日

場
所
：
参
集
殿

歴
史
館
顧
問
の
一
坂
太
郎
先
生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
。
道
真
公
を
心
の
支
え
と
し
た
幕
末
の

志
士
た
ち
で
す
が
特
に
信
仰
篤
か
っ
た
晋
作
と
望
東
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、「
至
誠
一
貫
の
神　

菅
原
道
真
公
」

を
顕
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
さ
れ
た
晋
作
直
筆
書
の
解
説
と
し
て
、
書
家
の
富
永
鳩
山
先
生
に
書
評
い
た
だ
き
ま
し
た（
左

の
詩
書
二
作
品
参
照
）。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
活
字
化
さ
れ
た
史
料
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
当
時
の
晋
作

の
思
い
や
心
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
前
期
】
令
和
八
年
三
⽉
二
十
⽇
〜
五
⽉
十
七
⽇

【
後
期
】
令
和
八
年
九
⽉
四
⽇
〜
十一⽉
八
⽇
三
月
二
十
日

※
神
道
講
釈
と
は
神
道
や
神
社
の
由
来
、
神
話
な
ど
そ
の
土
地
ご
と
の
お
話
を
講
談
師
と
呼

ば
れ
る
人
が
語
る
日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
す
。

▲玉田玉秀斎師匠

▲病床の身ながら我が子が訪ねてきてよほど嬉し
かったのでしょうか、墨をたっぷりつけて踊る
ような筆致に嬉しさがにじみ出ています。

▶�

晩
年
の
会
心
の
書
で
す
が
、
書
き
続
け
る
力
が
な
い
の
か
弱
々
し
い
線
で
、
特
に
最
後
の
数
文
字
は
一
文
字
書
い
て
は

休
ん
で
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す

▶�

展
示
解
説
書

　
「
高
杉
晋
作
と
野
村
望
東
」

　
（
一
坂
太
郎
著
/
１
、０
０
０
円
）
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 「
一
万
人
裸
坊
奉
仕
」
を
推
進

市
制
施
行
九
十
周

年
を
迎
え
た
防
府
市

並
び
に
防
府
商
工
会

議
所
で
は
、
裸
坊
を

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
の

一
つ
に
位
置
づ
け
、

裸
坊
一
万
人
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
一
万
人

奉
仕
達
成
は
十
年
後

百
周
年
を
迎
え
る
防

府
市
の
活
力
と
な
り
、

二
十
五
年
後
の
御
神
忌

一
一
五
〇
年
式
年
大

祭
へ
向
け
天
満
宮
御

祭
神
の
更
な
る
神
威

の
高
揚
に
な
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

村岡嗣政
山口県知事

池田豊
防府市長

7 さかたり　117号



御神忌1125式年大祭記念事業進捗状況
車お祓い所移転並びに
末社参道整備事業に着手

　参拝者増加に伴い、歩車分離し参拝者の安全を確保する為、春
風楼前広場（客殿西側）に移転致します。また、現お祓い所周辺は、
鳥居や末社標柱などを建立、石畳の敷設や紫雲石等も移設し、参
拝者が社殿の裏参りや末社を巡拝できる環境を整えて参ります。
　6月1日以降に交通安全祈願祭をご希望される方は、誘導看板に
従い、装い新たなお祓い所へお越しください。 　大祭を奉祝して4 期（春夏秋

冬）に亘り開催！入賞者には賞
金や素敵な賞品あり！たくさん
のご応募お待ちしております。
　詳しくは、チラシや当宮公
式インスタグラムやHPをご覧
下さい。

Instagram写真コンテスト事業
作品募集中！

あなたの“天神様”を
世界に発信しよう！

～1125年の歴史と輝きを未来へつなぐ～

▲︎人力車の旅人ガンプ鈴木さん
は、ネスレ㈱の企画で北海道か
ら防府天満宮までキットカットを
配りながら受験生を応援し、AI
さんのコンサートに合わせて到
着するというミッションを見事
達成した！

▲AIさんの歌が受験生を勇気
づけた

キットカット
受験生応援キャンペーン2026
　 防府天満宮in

1250 機のドローンが夜空に舞う！！全国の受験生に応援メッセージが届きました。

2月4日  場所：梅林駐車場

▲キャンペーン特別花回廊▲キャンペーン特別花回廊 ▲会場の様子（梅林駐車場に特設舞台が組まれ、抽選で選ばれた2,500名が観覧した）▲会場の様子（梅林駐車場に特設舞台が組まれ、抽選で選ばれた2,500名が観覧した）

▲�整備中の車お祓い所
8117号　さかたり



　

去
る
五
月
一
日
に
崇
敬
会
大
祭
斎
行
。
本

年
、
当
会
は
発
足
二
十
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様
方
の
お
陰
と
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
御
殿
に
て
祭
典
終
了
後
、
大
専
坊

に
て
総
会
を
開
催
。
会
の
現
状
や
式
年
大
祭

の
進
捗
状
況
な
ど
を
報
告
。
規
定
表
彰
で
は

防
府
市
の
脇
正
典
様
に
十
回
参
加
の
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
参
集
殿
に
て
、
福
岡

を
拠
点
に
活
躍
す
る
お
笑
い
芸
人
ゴ
リ
け
ん

氏
に
よ
る
式
年
大
祭
記
念
「
ゴ
リ
け
ん
の
諸

説
あ
り
ま
す
」～
必
ず
明
日
誰
か
に
話
し
た
く

な
る
～
と
題
し
た
歴
史
講
演
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ご結婚おめでとう
お二人の末永いお幸せをお祈り致します

令
和
８
年
（
神
社
挙
式
分
／
敬
称
略
）

2
月
22
日	

菅
原　
遥
己
・
緑

3
月
2
日	

佐
々
木　
駿
二
・
優
子

	

5
日	

福
田　
陽
介
・
晴
美

	

7
日	

石
橋　
啓
郁
・
美
紀

	

21
日	

須
永　
将
広
・
香

	

28
日	

山
田　
普
也
・
綾

	
	

宮
岡　
峻
希
・
希
美

4
月
15
日	

ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス 

	
	

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
慶
子

	

19
日	

清
水　
健
太
・
夏
希

5
月
18
日	

大
谷　
佳
輝
・
愛
美

	

24
日	

田
邉　
正
薫
・
朱
里

	
	

清
水　
和
音
・
も
え

	

30
日	

藤
本　
将
・
志
織

※�神前結婚式のお申込みは随時受付けておりますの
で、社務所へお問い合わせ下さい。�
（TEL0835-23-7700）

●
山
口
県
知
事
賞�

　
「
視　

線
」�

防
府
市
田
島　

佐さ

鹿じ
か　

健け
ん

治じ

●
山
口
県
議
会
議
長
賞�

　
「
休
憩
中
に
」�

柳
井
市　

上う
え

田だ　

和か
ず

夫お

●
防
府
市
長
賞�

　
「
お
ん
な
神
輿
の
祭

ま
つ
り

笛ぶ
え

」 
�

下
松
市　

橋は
し

本も
と　

裕ひ
ろ

幸ゆ
き

●
防
府
商
工
会
議
所
会
頭
賞 

　
「
粋
と
情
熱
こ
こ
に
満
ち
て
」 

�

宮
崎
県
延
岡
市　

尾お

方が
た　

広ひ
ろ

宣の
ぶ

●
防
府
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞�

　
「
好
き
っ
ち
ゃ　

天
神
」 

�

宇
部
市　

秦は
た　

保や
す

博ひ
ろ

●
防
府
天
神
祭
振
興
会
会
長
賞�

　
「
さ
あ
～
み
ん
な
行
く
よ
！
」 

�

防
府
市
台
道　

中な
か

山や
ま　

豊
ゆ
た
か

（
敬
称
略
）

そ
の
他　

入
選
作
品　

三
〇
点

応
募
総
数　

一
〇
九
点
（
応
募
者 

四
十
一
名
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防府市高井　町
まち

田
だ

　充
みつ

江
え

題「クライマックス」●防府天満宮賞

第 36 回（令和 7年）

天神おんな神輿写真コンテスト

　
当
会
は
江
戸
時
代
よ
り
続
く
天
神
講
と
い
う
講
社
を
母
体
と
し
、
千

百
年
式
年
大
祭
の
前
年
、
平
成
十
三
年
に
発
足
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

以
来
多
く
の
方
々
に
、
よ
り
天
神
様
の
御
神
徳
と
敬
神
崇
祖
の
日
本
の

伝
統
文
化
を
広
く
正
し
く
啓
蒙
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
共
会
員
の
皆
様
方
の
お
力
を
賜
り
、
当
宮
の
護
持
運
営
と
、

よ
り
良
い
会
の
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

崇
敬
会
だ
よ
り

崇
敬
会
だ
よ
り法

人
会
員

　

㈱
日
進
建
設	
山
口
市
秋
穂
東

特
別
会
員	

　

高
野　
　

洋	

島
根
県
出
雲
市

　

寺
西　

直
緒	

岡
山
県
岡
山
市

　

保
坂　

幸
彦	

大
阪
府
大
阪
市

家
族
会
員	

　

福
永　

一
生	

岩
国
市
川
西

　

藏
本　

栄
治	

山
口
市
鋳
銭
司

　

長
澤　

智
行	

東
京
都
江
東
区

　

二
宮　

一
洋	

愛
媛
県
伊
予
市

　

三
浦　

淳
一	

山
口
市
大
内
御
堀

　

佐
藤　

定
義	

新
潟
県
村
上
市

　

古
瀬　

武
美	

熊
本
県
合
志
市

　

木
村　

雅
幸	

防
府
市
仁
井
令

　

井
上　

信
義	

東
京
都
府
中
市

個
人
会
員	

　

藤
井　

智
信	

下
関
市
片
山
み
ど
り
町

　

田
坂　

幸
一	

広
島
県
山
県
郡

　

両
國　

理
行	

防
府
市
八
王
子

　

品
田　

隆
明	

防
府
市
華
浦

　

千
原　

新
一	

福
岡
県
北
九
州
市

　

石
井　

君
子	

大
阪
府
大
阪
市

令
和
七
年
十
一
月
以
降
入
会
の
方
々
で
す
。

�

（
順
不
同
敬
称
略
）

新
規
会
員
紹
介

▶︎
祭
典
後
、
参
列
者
と
大
石
段
花
回
廊
に
て

▲�講演は一般を含む約百名が拝
聴。吉田松陰や坂本龍馬等歴
史上の人物にまつわる逸話を紹
介し、皆が「エッ？」と思った瞬
間「諸説あります！」とおきまり
の文句を会場に投げかけ、終始
笑いに包まれました。

今春の叙勲にて、長年にわたる教育研究活動への多大な功績
が高く評価され「瑞宝中綬章」を受章されました。総会にて巫女
よりお祝いの花束が贈られました。誠におめでとうございます。

岡　正朗会長　叙勲の栄に浴す
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（
市
消
防
本
部
主
催
） 

本
殿
火
災
を
想
定
し
、

通
報
か
ら
初
期
消
火
、
参
拝
者
避
難
誘
導
、
文
化
財
保
護
の
た

め
の
行
動
手
順
等
、
消
防
隊
員
と
連
携
し
た
消
火
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
職
員
一
同
防
火
意
識
の
重
要
さ
を
改
め
て
確
認
致

し
ま
し
た
。

天
神
様
の
冬
か
ら
春

（
令
和
八
年
一
月
～
五
月
）

毎
月
１
日
、
15
日
、
25
日
は
月
次
祭

	

毎
月
１
日
は
朔つ

い

日た
ち

詣
り
（
朝あ

さ

粥が
ゆ

会
）

	�


毎
月
25
日
は
天
神
市
（
縁
日
）、
神
道
家
月
次
祭
ま
ほ
ろ
ば
か
ふ
ぇ

12
月
23
日	�



山
口
宇
部
空
港
・
岩
国
錦
帯
橋
空
港
受
験
合
格
祈
願
大
絵
馬
設
置

12
月
25
日
～
１
月
15
日　

�

伝
統
･
現
代
美
術
工
芸
作
品
奉
納
作
品
展
於
歴
史
館

１
月
１
日	

歳
旦
祭

	

１
～
３
日	

書
き
初
め
会
、
梅
茶
接
待

	

１
～
８
日	

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
展

	

５
日	

釿
始
式
、
参
集
殿
神
殿
初
詣
企
業
参
拝

	

７
日	

七
草
粥
の
会
（
於
参
集
殿
神
殿
）、
梅
開
花
宣
言

	

11
日	

貞
宮
遙
拝
式

	

12
日	

弓
始
式

	

14
日	

鳥
取
空
港
受
験
合
格
祈
願
大
絵
馬
設
置

	

15
日	

米
子
空
港
受
験
合
格
祈
願
大
絵
馬
設
置

	

16
日	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
賛
会
行
事
部
会

	

17
日	�



今
も
昔
も
天
神
さ
ま
講
演
ゲ
ス
ト
松
村
邦
洋
様
於
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

	

18
日	

牛
替
神
事
奉
仕
抽
籤
児
童
説
明
会

	

19
日	�



井
上
商
店
募
財
贈
呈
式
、
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
実
行
委
員
会

	

23
日	

市
消
防
合
同
防
火
訓
練

	

25
日	

月
次
茶
会
表
流
稲
田
宗
専
先
生
ご
奉
仕

	

26
日	

新
年
役
員
会

	

27
日	

牛
替
え
神
報
新
聞
折
込
、
敬
神
婦
人
会
役
員
会

	
31
日
～
２
月
１
日	

福
豆
頒
布
総
代
奉
仕

２
月
１
～
３
月
末
日	

キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
花
回
廊
設
置
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

	

２
～
３
日	

節
分
祭
並
第
一
一
五
回
牛
替
神
事

	

３
日	�


歳
男
歳
女
開
運
招
福
豆
ま
き
並
奉
告
祭
、
抽
籤
児
童
奉
告
祭

	

４
日	�


キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
受
験
生
応
援
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー
＆
歌
手
Ａ
Ｉ
さ
ん

ミ
ニ
ラ
イ
ブ

	

４
～
10
日	�



牛
替
神
事
福
運
者
当
籤
番
号
券
景
品
引
換 

（
４
～
５
日
総
代　

景
品
交
換
奉
仕
）

	

７
日	

総
代
就
任
奉
告
祭
（
九
行
事
区
）

　
　

８
日	

第
50
回
防
府
お
針
祭

	

９
日	�



裸
坊
一
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
於
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
防
府

	

10
日	

牛
替
神
事
神
牛
当
籤
奉
告
祭
・
神
牛
引
渡
し
式

	

11
日	

紀
元
祭
、
人
形
感
謝
祭
人
形
受
付
開
始
（
２
月
28
日
迄
）

	

12
日	

出
世
梅
奉
製
作
業
総
代
奉
仕

	

15
日
～
３
月
１
日　

�

第
二
十
一
回
梅
ま
つ
り
（
期
間
中
土
日
敬
神
婦
人
会

甘
酒
接
待
、
期
間
中
全
日
尾
中
哲
夫
月
間
ゴ
ル
フ
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
30
年
記
念
原
画
展
）

	

15
日	�



梅
ま
つ
り
始
祭
稚
児
舞
紅
わ
ら
べ
奉
納
、
出
世
梅
無
料
配
布
・

山
縣
酒
造
梅
酒
試
飲
会

	

20
～
22
日	�



間
鍋
竹
士
作
陶
展
、
平
井
佳
代
布
小
も
の
作
品
展
、
手
作
り
ア

ク
セ
サ
リ
ーO

.Lei

～
ア
ナ
タ
ニ
ハ
ナ
ヲ
～

	

21
日	

幸
せ
写
し
隊
着
物
モ
デ
ル
撮
影
会

	

21
～
22
日	�



池
坊
防
府
支
部
奉
納
生
花
展
、
櫻
園
山
城
屋
茶
舗
京
の
陶
磁
器

展
、
花
結
び
展
装
道
礼
法
き
も
の
学
院
山
口
県

	

22
日	�



梅
花
祭
稚
児
舞
紅
わ
ら
べ
奉
納
、
出
世
梅
無
料
配
布
・
山
縣
酒

造
梅
酒
試
飲
会
、
萌
え
ぎ
会
琴
演
奏
会
、
天
神
芸
術
村
、
梅
ま

つ
り
茶
会
表
流
令
月
会
ご
奉
仕

奉
納
品�

ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

毎
月
25
日　

濁２
５

り
酒（
ど
ぶ
ろ
く
）

�

ど
ぶ
ろ
く
カ
フ
ェ
み
ず
は
様

野
菜�

仁
紡
様

11
月
18
日　

防
府
天
満
宮
の
水（
災
害
備
蓄
水
）１
０
０
ケ
ー
ス�

㈱
丸
久
様

12
月
16
日
～
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
千
個�

ネ
ス
レ
日
本
㈱
様

１
月
１
日　

清
酒「
貴
」一
ケ
ー
ス�

 

永
山
本
家
酒
造
場
様

２
月
16
日「
出
世
梅
酒
」二
ケ
ー
ス�

㈱
山
縣
本
店
様

２
月
23
日　

梅
木
植
樹
一
本�

式
年
祭
記
念
く
じ
当
選
者
中
野
幸
恵
様

２
月
28
日　

梅
木
植
樹　

一
本�

柴
崎
一
三
・
美
保
子
様

３
月
４
日　
Ｃ
Ｇ
絵
画「
キ
ッ
ト
、
サ
ク
ラ
サ
ク
よ
」一
点　

�

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー 

タ
ッ
カ
ー
様

３
月
10
日　

押
し
切
り
機　

一
個�

 

田
中
哲
夫
様

３
月
21
日

「
台
湾
ラ
ン
タ
ン
一
対
」

�

台
湾
嘉
義
県
ご
一
行
様

境
内
清
掃
奉
仕
等�

ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
20
日
～
５
月
６
日　

花
回
廊
花
ガ
ラ
摘
み
奉
仕

�

マ
ツ
ダ
㈱
防
府
工
場
様
・
敬
神
婦
人
会
様
・
　

�

佐
波
中
学
校
様
・
防
府
商
工
高
校
野
球
部
様

※

幸
せ
ま
す
は
山
口
の
方
言
で「
あ
り
が
た
い
」「
嬉
し
く
思
う
」と
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

防
火
訓
練
実
施

第
一
一
五
回
牛
替
神
事

▲神牛役当選者　藏本栄治様
　�ご当選おめでとうございます。本年の御
神幸祭にてご奉仕頂きます。宜しくお願
いいたします。

10117号　さかたり



	

本
年
は
期
間
中
に
満
開
と
な
り
、
大
変
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
館
で
は
雑
誌
「
月
間
ゴ
ル
フ
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
」の
表
紙
を
描
い
て
い
る
尾
中
哲
夫
氏
（
防
府
市
出

身
）が
掲
載
三
十
年
を
記
念
し
て
原
画
展
を
開
催
さ
れ
、
梅
ま

つ
り
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

三
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
天
神
山
公
園
大
駐
車
場
で

開
催
。
今
年
は
咲
き
始
め
た
桜
の
中
で
、
天
気
に
も
恵
ま
れ

春
の
陽
気
の
な

か
、
多
く
の
家
族

連
れ
が
絶
品
グ
ル

メ
を
味
わ
い
餅
撒

き
や
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
期

間
中
は
春
休
み
と

あ
っ
て
目
出
度
く

合
格
さ
れ
た
多
く

の
学
生
た
ち
が
お

礼
参
り
に
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

		


賽
銭
荒
ら
し
に
よ
る
末
社
賽
銭
箱
破
損
被
害
あ
り

	

23
日	

植
樹
奉
納
奉
告
祭
羽
嶋
奉
賛
会
長
賞　

中
野
様

	

26
日	�



広
島
県
神
社
庁
広
島
市
支
部
７
名
様
正
式
参
拝
、
神
道
家
ま
ほ

ろ
ば
会
研
修
旅
行
27
名
参
加
（
糸
糸
島
市
櫻
井
神
社
）、
客
殿
西

側
新
車
祓
い
所
整
備
事
業
開
始

	

28
日	�



牛
替
神
事
発
展
会
議
、
植
樹
奉
納
奉
告
祭
柴
崎
一
三
・
美
保
子
様

３
月
１
日	

人
形
感
謝
祭
、
出
世
梅
無
料
配
布

	

１
～
５
日	

人
形
里
親
探
し

	

５
日	

責
任
役
員
会

	

９
日	

福
岡
市
紅
葉
八
幡
宮
15
名
様
正
式
参
拝

	

20
日	�



春
季
祖
霊
大
祭
、
歴
史
館
高
杉
晋
作
と
野
村
望
東
展
一
坂
太
郎

顧
問
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
桜
開
花
宣
言

	

21
日	

台
湾
嘉
義
縣
翁
知
事
ご
夫
妻
ご
一
行
丸
久
様
参
拝

	

22
日
～
４
月
５
日　

�

さ
く
ら
咲
ま
つ
り
（
15
日
～
５
月
15
日
合
格
御
礼
祭
）

	

22
日	�



さ
く
ら
咲
ま
つ
り
始
祭
、
天
神
芸
術
村
ア
レ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
ゴ

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
参
集
殿
）

	

25
日	

春
祭
、
総
代
会
、
大
専
坊
石
垣
並
び
土
塀
復
旧
工
事
完
了

	

28
～
29
日	�



さ
く
ら
咲
ま
つ
り
食
と
花
の
祭
典
（
於
天
神
山
公
園
大
駐

車
場
）

	

31
日	�



御
神
忌
一
一
二
四
年
御
正
祭
、
永
職
会
40
周
年
記
念
事
業
玉
田

玉
秀
斎
師
匠
に
よ
る
神
道
講
釈

４
月
１
日	

新
入
学
児
童
勧
学
大
祭
稚
児
舞
紅
わ
ら
べ
奉
納

	

５
日	�



茶
筌
祭
並
華
月
会
茶
会
、
さ
く
ら
咲
ま
つ
り
納
め
天
神
芸
術
村

	

６
日	�



一
一
二
五
年
式
年
大
祭
募
財
・
事
業
合
同
部
会
、
防
府
音
楽
祭

ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
文
化
財
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
春

風
楼
）

	

７
日	�



一
一
二
五
年
式
年
大
祭
総
務
・
祭
典
合
同
部
会
、
敬
神
婦
人
会

役
員
会

	

８
日	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
広
報
・
行
事
合
同
部
会

	

９
日	

勝
牛
杯
氏
子
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
、
ガ
ン
プ
鈴
木
氏
参
拝

	

12
日	

酒
垂
神
社
例
祭

	

13
日	

式
年
大
祭
奉
賛
会
監
査
役
会

	

15
日	

一
一
二
五
年
式
年
大
祭
実
行
委
員
会

	
18
日	�



第
14
回
防
府
天
満
宮
大
石
段
花
回
廊
約
８
０
０
鉢
設
置
（
５
月
６

日
ま
で
期
間
中
花
ガ
ラ
摘
み
等
奉
仕
：
敬
神
婦
人
会
、
マ
ツ
ダ

㈱
防
府
工
場
、
佐
波
中
学
校
、
防
府
商
工
高
校
野
球
部
）

	

19
日	

毛
利
家
春
祭
、
大
小
行
司
同
族
会
正
式
参
拝
並
評
議
員
会

	

21
日	
航
空
自
衛
隊
防
府
北
基
地
宮
司
講
話

	

23
日	
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
賛
会
第
四
回
総
会

	

24
日	�



広
島
県
修
道
高
校
２
９
０
名
合
格
祈
願
、
裸
坊
一
万
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

	

25
日	

月
次
茶
会
表
流
平
野
宗
順
先
生
ご
奉
仕

	

26
日	

防
府
菊
花
会
正
式
参
拝
並
総
会

５
月
１
日	�



崇
敬
会
大
祭
並
崇
敬
会
総
会
、
式
年
祭
記
念
講
演
「
ゴ
リ
け
ん
の

諸
説
あ
り
ま
す
‼
」 

	

２
日	

総
代
就
任
奉
告
祭
（
七
行
事
区
）

	

３
日	

お
茶
室
庭
園
ワ
イ
ン
会

	

６
日	

花
回
廊
プ
ラ
ン
タ
ー
販
売

	

12
日	

永
職
会
正
式
参
拝

	

14
日	�



敬
神
婦
人
会
総
会
並
び
に
永
職
会
40
周
年
記
念
事
業
玉
田
玉
秀
斎　

師
匠
に
よ
る
神
道
講
釈

	

15
日	�



神
仏
合
同
奉
仕
金
鮎
祭
、
金
鮎
祭
奉
祝
茶
会
裏
千
家
高
橋
宗
正

先
生
ご
奉
仕

	

17
日	

大
小
行
司
同
族
会
総
会

	

21
日	

会
計
監
査

	

24
日	

御
神
幸
祭
供
奉
員
会
正
式
参
拝
並
総
会

	

31
日	�



総
代
就
任
奉
告
祭
（
五
行
事
区
）、
防
長
海
軍
忠
魂
碑
慰
霊
祭
並

奉
納
剣
道
大
会

職
員
人
事�

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

四
月
一
日
付
で
防
府
天
満
宮
権
禰
宜
兼
ね
て
防
府
市
富
海
鎮
座
の
国
津
姫
神
社
宮

司
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
浅
学
菲
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
防
府
天
満
宮
で

奉
仕
で
き
ま
す
こ
と
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
当
宮
の
弥
栄
の
た
め
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
々
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
清
水
　
弥
生（
九
行
事
区
）�

二
月
七
日
付

　
達
川
　
政
明（
七
行
事
区
）�

五
月
二
日
付

　
松
田
　
秀
雄（
五
行
事
区
）�

五
月
三
十
一
日
付

　
　
　
　
神
苑
管
理
員（
園
丁
）　
南
木
　
恵
寿 

　
　
五
月
一
日
付

　
　
　
　
〃 

　
　
　
　
　
米
沢
　
　
満 

　
五
月
二
十
日
付

新
任
総
代
の
ご
紹
介
（
敬
称
略
）�

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

第
二
十
一
回
梅
ま
つ
り
開
催

第
三
回
さ
く
ら
咲
ま
つ
り
～
食
と
花
の
祭
典
～

県
指
定
史
跡

大
専
坊
跡
石
垣
並
び
土
塀
復
旧
工
事
完
了

▶�

さ
く
ら
咲
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ「
幸さ

ち

福ふ
く
も
ち
撒
き
」

▲�熊本城がそうであるように石を戻す作業が大変でしたが、石工さ
んたちのお陰で美しく復旧しました。この被害に際し、お見舞を賜
りました皆様方にこの場をお借りし改めて御礼申し上げ、ご報告致
します。誠にありがとうございました。

▲�長蛇の列で賑わう恒例の
「出世梅」無料配布。

▲�展覧会中に次号表紙原画
を制作する尾中氏

新
　
任
　　
　
　
　
　
　
　
　

権
禰
宜　
佐
伯
　
豪と

し

之ゆ
き�

（
防
府
市
出
身
）

四
月
一
日
付

11 さかたり　117号



晋
作
＆
望
東
一
六
〇
年
祭 

高
杉
晋
作
と
野
村
望
東

　天
神
さ
ま
を「
正
直
の
神
」と
敬
愛
し
心
の
支
え
と
し
た
幕
末
の
志
士「
高
杉
晋
作
」と
防
府
天
満
宮
で
志
士
た
ち
の

戦
勝
を
願
っ
た「
野
村
望
東
」に
関
す
る
初
公
開
史
料
を
特
別
に
展
示
。是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

後
期
：
九
月
四
日
〜
十
一
月
八
日

御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
祝
　
特
別
展

～四季の
移ろい・

　　祭典
模様・お

知らせ～

X Instagram

@hofutenmangu
_official

フォローする
メッセージ

2022
投稿

3
フォロワー

31
フォロー中

SNSで
防府天満宮と
繋がろう

神事行事等を動画で
配信いたしますので

、

フォローして頂ける
と幸せます。

令和８年　夏・秋　これからの祭事行事令和８年　夏・秋　これからの祭事行事

十
三
時
〜
　
禍
除
祈
願
祭

十
四
時
〜
　
御
田
植
祭(

場
所
：
歴
史
館
前)

引
き
続
き  

輪
く
ぐ
り
神
事

六
月
三
十
日（
火
）

※

御
田
植
祭
終
了
後
、
苗
は
ご
自
身
で
苗
を
お
取
り
頂
き
、

お
持
ち
帰
り
下
さ
い
。

▲御田植神事

▲輪くぐり神事
※同封の案内状を
　ご覧いただき
　ご参加ください。

鈴
虫
放
生
祭

(

野
村
望
東
尼
顕
彰
会
共
催)

〝
御
神
忌
一
一
二
五
年
式
年
大
祭
奉
祝
〞

望
東
尼
研
究
家
谷
川
佳
枝
子
女
史
並
び
に

当
宮
歴
史
館
顧
問
一
坂
太
郎
氏

記
念
講
演
開
催
！

〜
平
成
二
十
八
年
（
野
村
望
東
尼
没
後

百
五
十
年
）
よ
り
縁
あ
る
大
専
坊
に
て

望
東
尼
の
御
神
霊
を
お
慰
め
す
る
と
共

に
望
東
尼
の
顕
彰
と
鈴
虫
坂
の
由
来
と

な
っ
た
鈴
虫
の
放
生
を
行
い
ま
す
〜

九
月
五
日（
土
）

〜
大
行
司
・
小
行
司
役
が
御
神
幸
祭
の
無
事
斎
行
を
祈
る
〜

だ
い
ぎ
ょ
う
じ

こ 

ぎ
ょ
う
じ

花
神
子
社
参
式

十
月
十
一
日（
日
） 

十
月
第
二
日
曜
日

大
行
司
・
小
行
司
役
が
醸
し
た
一
夜
御
酒
を
花
神
子
を
し
て
奉
献
す
る
社
参
の
式
で
あ
り
、
約
五

〇
〇
名
に
も
及
ぶ
優
美
な
時
代
行
列
が
本
陣
か
ら
社
殿
ま
で
粛
々
と
進
み
ま
す
。

当
日
は
、
陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地
音
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
‼

大
祓
詞
浄
書
会（
四
回
開
催
予
定
）

十
二
月
上
旬

祭
事
行
事
予
定

七
夕
ま
つ
り

七
月
一
日（
水
）〜
七
日（
火
）

七
月
一
日
〜
七
日

　回
廊
内
笹
飾
り
、
光
の
斎
庭

 

四
日

　七
夕
茶
会

　他

 

五
日

　筆
ま
つ
り
・
七
夕
書
道
展
表
彰
式
他

 

七
日

　七
夕
祈
願
祭
（
初
穂
料
：
五
千
円
）

▲光の斎庭(傘玉)　　　

▼拝殿を彩る笹飾りと和傘

十
一月
二
十
八
日（
土
） 

十
一
月
第
四
土
曜
日

御
神
幸
祭（
裸
坊
祭
）

菅
公
に
「
無
実
の
知
ら
せ
」
を
お
伝
え
し
、
御
心
を
お
慰
め
す
る
壮
大
な
お
祭
り

　
　
　二
十
九
日（
日
）

報
賽
祭（
天
神
お
ん
な
神
輿
奉
納
）

ほ
う
さ
い

さ
い

祭
事
行
事
予
定

御
誕
辰
祭

八
月
三
日（
月
）〜
五
日（
水
）

三
日
〜

 
五
日

　万
灯
の
夕
べ
、
献
灯
・
文
芸
ボ
ン
ボ
リ
・
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
他

 

三
日

　奉
納
清
書
展
奉
納
奉
告
祭
並
表
彰
式
、

 

　
　
　万
灯
祭
、
剣
道
大
会

 

四
日

　豊
穰
祈
願
祭
、
古
武
道
大
会
、
柔
道

 

　
　
　大
会
、
夫
婦
円
満
祈
願
祭

 

五
日

　御
誕
辰
祭
当
日
祭
、
少
年
剣
道
大
会
、

 

　
　
　弓
道
大
会
、
大
花
火
大
会

〜
御
祭
神
「
菅
原
道
真
公
」
の
お
誕
生
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
祝
い
す
る
お
祭
り
〜

ご
奉
納
頂
け
る
方
に
は
要
項
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
、
社
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

▲大花火大会

▲献灯ボンボリ

▲万灯の夕べ

〜
御
誕
辰
祭
献
灯
ボ
ン
ボ
リ
〜
（
一
灯
：
三
千
円
）

　
奉
納
の
お
願
い

受
付
場
所
：
客
殿
　初
穂
料
：
八
千
円

ゆ  
に
わ

※

同
封
の
短
冊
に
お
願
い
事
を
書
い
て
ご
奉
納
く
だ
さ
い
。神
職
、巫
女
が
竹
笹
に
結
び
願
い
が
叶
う
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

▲鈴虫の放生

“あなたで
　  １万人‼”

▶
お
ん
な
神
輿

御奉仕お待ちしております！

企業はもちろん、子ども会や各種
団体、個人での参加も受け付けて
おります。
あなたの力で１万人を目指そう！

十
六
時
〜
　
夏
越
大
祓
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